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周期表 2009　IUPAC標準原子量 日本化学会「「原子量表（2016）」について」 別添資料1のとおり

周期表の説明文（2行目）
「原子量」はIUPAC標準原
子量表に基づいている。

「原子量」は日本化学会「「原子量表（2016）について」
に基づいている。

執筆者一覧 いくつかあり
2 表1.1 ④可能なら消化器などで ④可能なら消火器などで

17 左　17行目 に十分大きな差があれば に差があれば

左　19行目
では、「十分大きな差」がある
かどうかをどのように

標本の平均が十分に違えば「母平均に差あり」とでき
そうであるが、この「十分に」をどのように

右　6行目
「母集団の平均に有意差あ
り」として

「標本の平均の差は有意」したがって「母平均に差あ
り」として

18 左　3行目 有意差あり」と判断する。 差あり」と判断する。

右　17行目 は有意差があると結論する。 は差があると結論する。

19 左　25行目 分の平均には有意差あり 分の母平均には差あり

右　38行目
もとの母集団の平均には有意
差があ

もとの母集団の平均には差があ

20 右　18行目

帰無仮説は棄却され、母集団
の平均差は有意である。
（C,A)については、母集団の
平均の差が有意であるとはい
えない

帰無仮説は棄却され、母集団の平均には差があると
判断される。（C,A)については、母集団の平均に差が
あるとはいえない
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66 図　4.6　減圧蒸留装置

76 右　8行目 6.2.1.ｂ項 6.2.1 b 項　v

101
図　4.26　ジベレリンの構
造式

113
左 2,4-ジニトロフェニルヒ
ドラジンの合成　左側構造
式

ニトロ基　NO3 NO2

114 左 18行目 冷却管つきクライゼン 冷却管付きクライゼンヘッド

139 右　1行目 i) ケルダール(Kjeldahl)法 i) ケルダール法
140 右　2行目 三角フラスコ コニカルビーカー

 右　3行目 10～20 ml 約　10ml

149 右  5行目 その原子特有の波長で 吸収端と呼ばれるその原子特有の波長付近で

156 左　11行目
酵素濃度に依存して速や
かに直線から

酵素濃度に依存して直線から

4章

6章

冷却管つき

クライゼンヘッド

二重線でなく単線
二重線でなく単線

単線でなく二重線
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179 右　6行目 稀少放線菌 希少放線菌
 右　8行目 稀少放線菌 希少放線菌

  図7.10 下段は稀少放線菌 下段は希少放線菌
180 左　4行目 稀少放線菌 希少放線菌

 図　7.11 出芽 発芽 図中，「10時間」の上

 左　6行目 鞭毛 べん毛
181 左　3行目 稀少放線菌 希少放線菌
211 左　46行目 シリコセン シリコ栓
217 右　5行目 ワグナーポット ワグネルポット

 右　12行目 群水孔 排水孔

218 左　6行目 双子葉植物のものは 双子葉植物の場合は

 左　27行目 Zn, Mo, Cl Zn, Ni, Mo, Cl

 左　29行目 Znのような Zn, Niのような

 右　1行目 mmol mM  
 右　4行目 異なるものもあるから 異なる場合もあるので

 右　32行目 K
+
イオンやNH4

+
イオンが K

+
やNH4

+
が

 右　33行目 NO3
-
イオンが NO3

-
が

220 右　10行目 約200 kbp 約200キロ塩基対

221 右19行目 ×g ×g イタリック，フォント違い

右24行目 ×g ×g イタリック，フォント違い
222 右　44行目 野生型の 野生型株の

 右　45行目 野生型植物は 野生型株は

 右　46行目 正常に発達する 正常に生育する

223 左　26行目 野生型よりも 野生型株よりも

 右　17行目 サッカーボール状の 球状の

224 右6行目 ×g ×g イタリック，フォント違い

右13行目 ×g ×g イタリック，フォント違い

 右　21行目
DAPI（4,6-diamidino-3-
phenylindole-dihydrochloride)

DAPI（4' , 6-diamidino-2-phenylindole)

 右　24行目 蛍光顕微鏡法によれば 蛍光顕微鏡法により

8章 225 左　29行目
Takara Ex Taq [タカラバイオ
（株）]

Takara Ex Taq [タカラバイオ（株）]
注　近年は、KOD FX [東洋紡株式会社]等の純度の
低いDNAからの増幅が可能なPCR酵素が各社から発
売され、改良も進んでいる。使用する酵素は購入時点
の情報をもとに検討するとよい。

注訳の追加

242 図9.6 ラット解剖図 ラット解剖図（原図：高橋伸一郎博士）

243 左　14行目
給餌時間制限をして(meal-
feeding法）、

削除
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256 右　13-14行目
EMBL-Bank，国立遺伝学研
究所の生命情報・DDBJ研究
センターが管理

ENA (European Nucleotide Archive)，国立遺伝学研究
所のDDBJセンターが管理

右　25行目 （例: dbSNP， JSNP） （例: dbSNP）

右　32行目 http:  https:

257 左　10行目 sapiens" [orgn] NOT similar sapiens" [orgn] NOT bio-material

左　15行目 にも「similar」を含まない にも「bio-material」を含まない

 左　25行目 http://…
https://www.ncbi.nlm.nih.gov/books/NBK3837/#Entre
zHelp.Entrez_Searching_Options

右　5行目 Accsession Accession

右　7行目 http: https:

 258 左4行目 UniProtKB7) UniProtKB6)

 左　16行目～

(2) 画面上部の「Search in」の
下のリストボックスから
「Protein Knowledgebase
(UniProtKB)」を選択する．
(3) 「Query」の下のテキスト
ボックスに

(2) 画面上部のテキストボックスの左のリストボックス
から「UniProtKB」を選択する．
(3) テキストボックスに

260 右1行目 PROSITE8) PROSITE7)

右8行目 InterPro9) InterPro8)

右10行目 PRINTS
10)

，ProDom
11)

，Pfam
12)

PRINTS9)，ProDom10)，Pfam11)

 右　22行目
(2)「PROSITE access」にある
テキストボックスに

(2)「Search」にあるテキストボックスに

261 左　18行目 html#convent35 html#conv_pa

261 右9行目 （PDB）13) （PDB）12)

262 左　12行目～

あたりに，「View in Jmol」とい
うボタンがあるのでクリックす
る．すると，Javaを使った立体
構造表示ツールJmolを利用し
て

あたりの「View in 3D」の右にグラフィック表示用のリン
クがいくつかある．JSmolでは，Javaを使った立体構造
表示ツールを利用して

左38行目 PDBSum14) PDBSum13)

左　44行目
SCOPやCATHがある．SCOP
は

SCOP2やCATHがある．SCOP2は

左45行目 SCOP
15)

やCATH
16)

がある．
SCOPは

SCOP214)やCATH15)がある．SCOP2は

図　11.8 Jmolを使って 立体構造表示ツールを使って キャプション
263 左5行目 PubMed17) PubMed16)

 左　14行目 http: https:
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264 左39，40行目 動的計画法を用いる方法18) 動的計画法を用いる方法17)，FASTA18)，
左42行目 PSI-BLAST21) PSI-BLAST20)

右6行目 GenomeNet22) GenomeNet21)

 右　24行目～

んでおく．
 (4) 「Output options」は，…
指定する．
(5) 次に，「Optional
parameters」にある項目の指
定を行う．「Scoring matrix」で
は，
…デフォルトのままでよい．
(6) ページの上方に…

んでおく．
(4) その下の「Scoring matrix」では，…デフォルトのま
までよい．
(5) 「Output options」は，…指定する．
(6) ページの上方に…

266 参考文献　1） Genbank: http:  Genbank: https:

参考文献　2）
EMBL-Bank:
http://www.ebi.ac.uk/embl/

ENA: http://www.ebi.ac.uk/ena/

参考文献　4） Gene: http: Gene: https:

参考文献　5） dbSNP: http: dbSNP: https:

 参考文献　6） 削除 以下，文献番号を1つずつ繰り上げ

参考文献　7）
UniProtKB:
http://www.uniprot.org/help/
uniprotkb

UniProtKB: http://www.uniprot.org/

参考文献　10）
PRINTS:
http://bioinf.man.ac.uk/dbbro
wser/PRINTS/index.php

PRINTS: http://bioinf.man.ac.uk/dbbrowser/PRINTS/

参考文献　11）
ProDom:
http://prodom.prabi.fr/prodo
m/current/html/home.php

ProDom: http://prodom.prabi.fr/

参考文献　12）
Pfam:
http://pfam.sanger.ac.uk/

Pfam: http://pfam.xfam.org/

参考文献　15）
SCOP: http://scop.mrc-
lmb.cam.ac.uk/scop/

SCOP2: http://scop2.mrc-lmb.cam.ac.uk/

参考文献　17） PubMed: http: PubMed: https:
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271 付表　5 おもな有機溶剤の性状 おもな有機溶剤等の性状

　 アセトニトリル アセトニトリル***) 表内項目
塩化メチレン 塩化メチレン**) 表内項目
酢酸 酢酸***) 表内項目
ジオキサン ジオキサン**) 表内項目
四塩化炭素 四塩化炭素**) 表内項目
ベンゼン ベンゼン****) 表内項目
無水酢酸 無水酢酸***) 表内項目
リグロイン リグロイン****) 表内項目

　
**）クロロホルムは2014年に
特定化学物質に変更された

**）特別有機溶剤 表下注訳

　 ***)名称等を通知すべき危険物及び有害物 表下注訳（追加分）

****)特定化学物質第2類物質 表下注訳（追加分）

第3版, 化学同人, 2007 第4版, 化学同人, 2017 表下注訳

273 付表　7-1
第7版　実験を安全に行うた
めに, 化学同人, 2006より

第8版　実験を安全に行うために, 化学同人, 2017より 表下注訳

付表　7-3 （M)SDS記載内容 SDS記載内容 キャプション

　  

なお旧規格であるJIS Z
7250：2010「化学物質等安全
ゼータシート（MSDS)－内容
及び項目の順序」は廃止され
たが,2016年12月31日までは
使用が認められている。

削除 表下説明文

274
付表　7-4　（b）健康及び
環境有害性

・皮膚腐食性・刺激性
・眼に対する重篤な損傷・眼
刺激性
・金属腐食性物質（物理化学
的危険性）

金属腐食性物質（物理化学的危険性）
・皮膚腐食性・刺激性
・眼に対する重篤な損傷・眼刺激性

概要項目

付表7-4 300～2000mg/kg以下 300～2000mg/kg 概要項目
275 付表　８ 第3版, 化学同人, 2007 第4版, 化学同人, 2017

索引 279 左27行目 稀少放線菌 希少放線菌

左側
東京大学における実験系
プラスチック廃棄物排出方
法早見表

東京大学安全管理委員会環
境安全部会編：環境安全指針
（第9版）, 2013より転載

東京大学環境安全本部環境管理部編：環境安全指針
2015(平成27）年 第II部　廃棄物の取扱い編 より転載

右側
東京大学における実験廃
棄物分別収集早見表

東京大学安全管理委員会環
境安全部会編：環境安全指針
（第9版）, 2013より転載

東京大学環境安全本部環境管理部編：環境安全指針
2015(平成27）年 第II部　廃棄物の取扱い編 より転載

付表

裏表紙裏
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